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＜連絡事項＞
・青南病院入口の水道工事が有り、交通規制がかかります。
工事日　10月26日（木）午後9時～10月27日（金）午前5時迄
工事場所　青南病院入口付近（プチハウス裏側）

※工事中は、通行規制や機械の騒音等で不便・ご迷惑をおかけしますが、協力宜しくお願いします。
・平成２９年度八戸地区認知症疾患セミナーのお知らせが来ています。各自確認し、参加申し込みは認知症疾患医療センタースタッフまで、交通手配が必要な対象者は I.O.O. まで１１月６日正午までにメールで申し込んでください。

・11/3の集合写真の整列レイアウトを添付ファイルにて掲示します。名前がない、出欠の変更等あったら、内線又はメールでＴＱＭ・ＳＳ佐々木さんまで連絡して下さい。

★WIZ掲示版のレイアウトは、変更がある都度、新しいものをアップ致します。
・女子トイレの掃除用具置き場の取っ手の修繕依頼していました。本日修繕が終了しています。
＜患者様連絡事項＞
・木村　敬様～10/30（月）10：00で退院指示が出ています。退院時処方（10/30夕～13日分）の水薬（カルボシステインシロップ小児用５％「テバ」 30 ｍＬ）については10/30以降の分は錠剤で他科の処方が出ている為、破棄箋を記入し薬局に返品しています。外泊は、「まずますだった」と言われていますが、表情はスッキリとしています。
・日向端　庸男様～移山寮三浦氏から連絡あり。アパート入居費について生活保護課に確認した所、敷金　6万　仲介料　3万　保証金　2.5万　火災保険　1.2万

計12.7万のうち、11.7万までは生活保護から出るとの事です。

(部屋の)入居にあたる自己負担分は、現在では1万円程度となる見込みであるとの事です。前家賃についても生活保護から3万円出るとの事です。青明舎の佐藤氏が地域移行支援計画書について本人へ説明しサインと印鑑をもらう為に来られています。
・千葉　光広様～左側の睾丸の腫脹が顕著にあり、痛みも続いています。10/24（火）診察で、抗生剤処方となっていますが、主治医へ情報提供し、本日は様子を見て、変わりなければ、抗生剤の点滴の行う事を検討していくそうです。
＜注目患者様評価＞
・内田　都影様～本日は、妄想発言は聞かれず落ち着いて過ごし、自室にて臥床されています。プログラムは眠気訴え不参加していますが、作業へは、「今日は行くかな。」と和みの会へ参加されています。今後も精神症状の変化に注意して観察していきましょう。
・飯田　修子様～本日は、眠気強くリハプロ・作業共になかなか起床できず不参加となっています。買い物に行かれた際に、醤油と生卵を購入し食事の際に摂取している事があります。塩分量など決まられた食事である事を説明し、明日の外出時に持ち帰って頂きましょう。
・山口　富造様～転入して２日目となっています。日課等は、スタッフへ確認しながら問題なく行えています。プログラムや作業へは参加され、マイペースに取り組まれています。他者交流はみられませんが、対応は穏やかです。食事もとれ、夜間の睡眠もとれています。
・いかの塩辛やキムチ、なめ茸、タラコやきゅうりの漬物等を食事の際に持参しています
が、塩分の強い物は摂取を控えてほしい事や食べきれる量で購入する事、冷蔵庫に入れ
ていて賞味期限が切れているものは患者様に確認後、処分する事をＳＳＴでも伝え、冷
蔵庫に注意事項として掲示していきます。他患者とのトラブルにも注意し適宜介入して
いきましょう。
＜安ケ平Dr診察＞

・中川原　義雄様～本日夕より、処方量の調整の為、センナリド5Ｔ➝4Ｔへ減薬となります。また、炭酸リチウムとバルプロ酸ナトリウムの血中濃度の採血施行の指示が出ています。上肢の振戦悪化はなく、オランザピン減量となっていますが、気分の向上もありません。
＜馬渡Dr診察＞
・佐々木　淳様～歩行不安定で車椅子を利用しています。午前中は比較的歩行が安定していますが、午後になるとふらつき著明で、前のめりに倒れてしまう傾向があります。

精神面では大きな変化はなく、不穏、興奮等目立たず呂律は不良であるが、意思疎通は良好です。処方継続。御家族が希望すれば、神経内科受診を検討していくとの事で、10/28（土）に母様が面会に来られた際に確認していく予定です。14：00、自室で右眉尻～眼瞼1.5㎝裂傷（前回と同じ場所）しています。すぐに止血しており、経過観察の指示となっています。母様へ連絡済です。
・戸賀沢　潔様～相変わらず多飲水傾向で、1日500ml×5～6本程度と本人は話しています。水分量の見直しをし、1500ml～2000mｌ程度に抑えるように説明を受けています。今後の電解質の経過や身体症状の出現あれば病棟移動も行っていくとの事。来週電解質再検。処方継続。
・原　吉郎様～軽度の幻聴体験は残存していますが、目立った不穏興奮はありません。
幻聴の頻度は１日3～4回、相手は男と人、内容は「忘れた」と話しています。幻聴に左右される事はほとんどありません。以前訴えていた「脳がとけて尿に流れる」といった体感幻覚はないと話しています。

治験薬（ジプラシドン160mg）は本日で終了となり、10/27朝～リスペリドンＯＤ（１）４Ｔ　４×毎食後・就床前で７日分処方となっています。

＜皮膚科診察＞

・大久保　光男様～タベジール2T 2×朝・夕本日夕から7日分処方となっています。

・千葉　光広様～デルモゾールＤＰローション0.064% 10ml　１本処方となっています。

・布施　邦雄様～エキザルベ2本処方となっています。

・松谷　和也様～タベジール2T 2×朝・夕本日夕から7日分処方となっています。

・三上　勇様～デルモゾールDP軟膏2本、ケルガー液　１０ｇ２本処方となっています。

・原　吉郎様～テルビナフィン塩酸塩クリーム１％「日医工」　10ｇ 1 本 、デルモゾールＤＰクリーム０．０６４％　５g 1 本処方となっています。
・金沢　洋子様～ウリモックスクリーム1本、ケルガー液　１％　10ｇ　 1 本処方となっています。
・山口　富造様～病名は慢性湿疹で10/31夕～タベジール錠１ｍｇ 2 錠  1日2回　朝夕食後　2日分、デルモゾールＤＰ軟膏０．０６４％　５ｇ 1 本が処方となっています。  
